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会
A 二

仁1

離宮と西陣織川島工場見学会開催

11 月はJX 白¥. 支百五と共催で桂、修学院補留と西陣織物工場を下，Jeに依り見学する。 自主切パスで錦秋の治

l 卜j各タトをドラ イグしながら一 日の行楽を共にせんとする希望の士は前員にならぬ内申込下さし、。

1. 日 時 11月21日〈火〉午前10時、附雨不論 1 集 会 所 京 都駅前 ( 10時泊分借切パス乗車出発〉

1 見 学

A t r 縦 宮 11時- 1 2時

C 修学院敵宮・ 3i 待- 4時 5時京都駅にて解散予定

B 川島工場 l 時- 21侍〈上京区東嬬JJI 一条上ルJII 島

織物工業株式会社〉

1 . 申込締切 ＱＵ 日迄に会費 ＵＰ ＮＰＰ 添へ年令職業 身分 記 入申込 の ｾｉ ，似予定数に 述 し た 時〆切る。

D 町内J- r へ願書提出のため職業社長部課長身分竿令 E 申込は盤理上京者j，支部の方 も本部宛の事。

言 ＧＡ｜ｩｾ の考ー。 ｇ 会員 外 の参 加と 会民主主 ｪ ｈ ｊｴｬなき方はお断 の 功。

ｆｲ ド 食 持 参仁 ｾｉｾ 食時間 は 川島工場見 学 中 予定〉 俗 H 本舵は休祭日雌宮不開放 と工場電気関係で此の 日

切パス以外の交通費| 当弁の: i j ¥o に定 めたｾを諒さ れ た ｌ 、。

く1 ) 析と修学院はいつの見学も多数の申込みを受けるが人員共他宮内げで極度に制限され会員各位に不満

を感じられているので近年毎年の行事と して此の見学会を催しているが今年も不相変人員制限るる司E

を予め諒承の一上申込まれたL 、。

くわ ｲｾ 下 車織 も久しき 以 前 見 学したが戦 後再度開催 の希望の声が 相 当あるのて之にＡじえるため 川島工場 の 伏

誌を得て糊F広見学と組合せた。

Or可陣織の名声( 1 : 既に周知のiili りであるが英照史は速く延轡の頃に始り京矧' に池/' ; ; 後朝廷の:!llHLに用い ら

れて発注爾' * 幾度かの兵乱に縫ったが今次大戦に京浴の地が無事であったのはヰい℃ある。川島工場は

天保14年創業初代甚兵衛氏 より百午・を経て現在の社長は四代目 で・ある。 明治時代にはj誕渡欧幾多の併殺

を彼まれ機業発達の功により 36年勲 6 等瑞宝章を授けられ叉平野室技芸員に任せられるなど京凱; 機業の 中

i-!<を 占め綴釘i; 大成と共に今や内刊の名は全世界に響いている。工芸I♂品守払J として叉高級総物としてヨ至ミ宝の技

1伽，¥;付‘苛榊I

父?禍貝の伝統を活かして怒新I時{代℃に添う 4以渓努められている英特種と 中与好J技J支E工りなる一r汽t1作ケZ笑長σ小〕状況を当日見|附山I抑l  

せんとするもの C ある。

日本建築協会会勢委員会 ・日 本建築協会京都支部

昭和21年 度 「建築と社会」表紙図案募集

日開' { 27年度の本誌の謝兵図案を募集致します。本誌の性絡にふさわしい清新な図案を希望致します。

下記要項によって御応募して下 さい。

1. 廠募資格本防会々員に限る。

2. 提出図案 縦8寸5分横 6 寸の ケント紙又は画紙に

正確に描くこと。

3 必要篠件

④「建築と社会J I 日本建築協会 」の文字を日本

字で挿入すること。

③巻号及び西歴年号を示す文字をスれること。巻

号及び西歴年号は日本語又は英語とすること。

⑥故金名を示す英文を挿入しても差支えない、

その場合 The Archi tectural  Associ ati on  

of J apan とすること。

d. 挿入文字はすべて左横組とすること。

e. 色は 2 色刷とすること。

4. 暗 号 応募図案の裏面に暗号〈文字に以る〉

を ｾ ｈ し、ｊＮｊ ｉｊ に 暗号を表記 した封筒中に

L亡; 募者の暗号及び住所氏名 を記 した紙

片を封入すること。

5. 提 出 先 大阪市北区中ノ島3 ノ3朝日ピル|勾日本

建築協企編集委員会

6 提出期限

7. 発 表

8 賞 金

昭和126年11月30 日迄にlilj itf のこ と。

日間協7年1月誌上。

1等1名金5，000円

9. 1.溝

住( 乍3名各組1，000円

考 応募図案は返却しなし、。採用図案の h

作権及び版権は当防会間帯属するもの

とする。叉採用密集の一部の意匠を笈

更することがある。この関言葉募集に関

する質疑にはr. e. ; じない。

日 本 建 築 協 会
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c  (建材審査の件)

予而申出のあった防水剤ウオ ータイ ト審査の件は鋭意調査研究中の処本年10月 5.日審査会の結果本委員会

の規程に従い下の通り証明書を発行した。

品 等 証 明 書

1. 品 名 セメント防水剤ウオータイト号

1 . 製造枇名 株式会社日本セメント防水剤製造所 く兵庫県宝塚高台上川削υ

昭和 24 年 11 月21 日 提出 さ れ た 資 料 に つ き 本 会 建 材 審 査 委 員 会 に 於 て 審 査 の 結 果 下 記 に 依 り

吸 水 度 並 に 耐 圧 強 度 真 好 に し て 浸 透 遮 断 率 高 度 な る も の と 認 め る。 ( 本 証明( 矧l

う 1 ヶ年有効とする〉

昭事124年10月5 自 社 団 法 人 日 本 建 築 協 会 会 長 竹 腰 健 造 ( r j p

日 本 建 築 協 会 建 材 審 査 委 員 会 委 員長 置 主 主 主主@

ウオ ータイ トB 号( 15倍液入モルタルコ試験の結 果

1. 暖Jk度は大凡混入せさるものの三分の一程度。 2 耐庄強度への影響は狩ど認めぬF

3. 浸透水を遮断する率は相当高いものと認めるの 以上

日 本 建 築 学 会 般 講 演 会

日本建築学会秋 季大会に際して 、下訳の通り 一般講演会が開催 されます。極めて有能 I1っ興味ゐるI勾谷で

すから 、 日本建築協金会員も会員外一般の方も奮って御参加下さい。

日 時 昭和26年11月24日午後 1時半より

会 場 大阪市中ノ i島朝日新聞社講堂

講 演 大阪市建築局長伊東五郎氏仁30分間コ

講: 漬及映画 近畿地方建設局営善部長小島新吾氏仁アメリカ新建築、 1 時間〉

講演及幻燈 清水建設株式会社設計部長橋本文夫氏仁ヨ ーロツパ新建築 1 時間〉

映 画 C I E提供二ユ ーヨ戸グ国「劇裏合会館 ( 30分間〉

主 催 日 本 建 築 学 会

後 援 日 本 建 築 協 会

故 障 絶 無 の 領 砂 優 秀 品

二、ソカナドーアチヱック

特 許 番 号 「 ーｾ
持73

118鍋 4

昌 匡三輪l

日 本

185“" 
185610 

米 国 2119625 

英 国 465伯 7

製造元愛妻。撲ゑl 造I東京奮社

餐普天白本主主具製イ食 P斤

ヅこ ￟［ 交叫 ｉｾ 長 ｐ 斤
大 E疫 所 西 区 5王 戸 土 屋 下 通 ー ノ 八

竜 詰 土 佐 沼 ( 44) I OeO・ 3 S ワ4 毛主

本機の特長

世 界 て 唯 一 の 新 機 構

取 付 至 極 筒 草

在 来 品 の 1 / 3 の 軽 量

外 形 優 美 。 故 障 絶 無

左 、 右 関 勝 手 取 付 自 由

ｾＷＲ＠



建 築 と 祉 会

1  1  

1 9 5  1  

新 建 築 紹 介

D O WNT O WN  OASIS. . . . … … u ・・ ・0 ・・ ・ ・・・・・1

7 ポロ 座 ーーー・ 0 ・… ・・0 ・ . •. ・・・ 0 ・・・・ ・ ・4

協和銀行船場支 1.5.... .. … .. ... ・・・・・ ・ … 0 ・・ e ・ 0 ・7

阪急、航空 ピノレデ ィゾグ 0 ・ー・… ・・・・・…・・ ・ ・・ ・ 8  

記 事 欄

設計業務への私見ー・ ー・ ・ー・・ 日里子勝 !l'f ・・ 11 

比の頃思う こ と・， .. .... . .. . ・・0 ・・・ 竹 内 成 夫 e ・0 ・. 13

建築事務所のあ h方 ・ … 小 西 山 甲 ... . ... ..14 

法定建築士の償額・ 0 ・0 ・ー・・ ノj、)11誠 耳 ー ・0 ・17

建築積算{ 更覚〈策 17@] ) ・…  ・・・ 1 ・0 ・ 0  ・ l!) 

会員動静及会務ーー

昭和27年 度「建築と社会」表紙図案募集



D O W N T O W N  OA S I S  Ma g a z i n e  ot  Bui l di ng， J ul y， 1 9 5 1  

19'1世紀の建物の図書館に接錯してつ〈られた若人のための教養施設である。狭い敷地に中庭石? と h かこん

t:u字裂の建物で、図書館、劇場、ノj 、集会室、展覧会場等、- * 方菌に利用されるよう に平面計画に苦心が払

われている。画家や彫刻家が協カして、建物の内外に沢山の装飾が施されているが、着色絵廊びきの型鋼材

等の卑俗に流れ易レ材料を使用した にも 拘らす¥ 高併な感じを与えている由である。仁写真では判然としな

いが・・・〉又照明、予言電車設備には マサチューセッ ツ大学の専門家が参画して種々の新工法が採用 され、大 き

い効果を牧めている。多方面に利用しなりればならなし、/J 、都市の公民館等の計画に一つの示唆を与えるもの

と考えられる。

所 在 マサチュ ーセ ッヅ

州フイッチパ ーグ

建築家 カール・コッホ

卒面図説明 7. 社 交 室

1  図 書 室 8. ォーがf トリウム

2. 作 業 室 9.- ス テ 戸 ヂ

臼 図 書 係 室 JO. 倉 庫

4 玄関ホ ール 11. 中 庭

5. 展覧会用歩廊 J 2. 主 事 室

6 クロ ー クル ーム ]2. 旧 館



図書室一一天井にと bつりられた

後光灯が、 半透明、 主主型のプラス

チック板を透して理惣的な照明をす

る。プラスチック板ぞ支持している

桟は多孔のステゾレス鋼板ｪ｜ｩｾで、中

にガラス 7 アィバ ーが充填され、音

型罪放牧上の機能ｾ持っている。

オーデ イトリウム 仁写真方〉 一 -

1.1" 夫に削仕切があって大、ノj 、2 穏の

集会にイ史iいわりることが出来る。波

状を? なす天井は オ ーク材の貫で構成。

され、 反響を? 吸牧する 。社交室〈写

真下〉一一ーレコ ー ドコゾサ ー ト等の

IJ 、集会に利用される。展覧会周歩行

廊 〈写実方下〉 一 一盛面は多孔石綿

板 〈裏面にカ・ラスファイバ ー充娩〉

給付。天井にはプラスチック; 阪の天

窓がめる。

人 ｾ



建 築面積 1  階 3ヨ9. 44坪

ア ポ 口 座

イ出にコゾコ ース 48. 4011 

2  階 228. 4011 

他 に 吹 抜 101. 04 11 

位 置 大 阪 市 阿 倍 野

ノζ pレ コ ニ ー :;0. 10 グ

殴 計 村 野 、 森 建 築 事 務 所

3  階 152. 7411 

施 工
イ 也 に 吹 抜 176. 7011 

主 体 工 事 清 水 建 設 株 式 会 社
屋 階 18. 90 か

媛 房 工 事 山 図 工 業 株 式 会 社

フ ア : / J レ 戸ル 13. 65 11 

電 気 工 事 浅 海 電 気 産 業 K. K .
地 階 28. 5011 

衛 生 ヱ 事 K. K. 西 原 衛 生 工 業 所
延 面 積 計 1127.  72坪

1 階 平 面 図
2 階 平 面 図
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裏

4. 客 席 上 l次 抜

O. ステ ージ上部

6. 投 光 室

7. 婦 人 用

8. 男 子 用

中 4 階

1. 屋 根

2 ノζ J レ コ ニ ー

3. 1)> 務 室

4. 客 I怒

5. 吹 抜

6. ス テ ー ジ 上

7. 控 室

8. 婦 人 用

9. 男 子 用

3 階

I穏

ジ

室

室

用

用

室

4. 客

O. オーケ ス トラピット

人

子

6. ス テ

7. 控

8. 浴

9. 姉

10. 男

11.  it 

2  

卒 面図説明

地 階

1. 電 気 室

2. 蓄 電 池 室

3. ボ イ ラ ー 室

水 槽

炭 庫

階

4. 

O. 石

1  

室

室

室

写

送

映

4 放

5. 控

1  pレ

抜

席

ホ

吹

客

1

2

3

 

pレ

日皆

1. オ之

2.  ' ζ J レ コ ニ ーJ レ

ス

場

-

売

コゾ

符

コ

切

ホ

n

r
u

q

d

 

1. 

中 4 階 平 面 図地 下 平 面 図

p :tJ 

図面平階3  



工 事 概 要

構 造

鉄骨鉄筋コゾク リ戸 ト造

前面は都市計画路線にか h る

ため 、 仮設構造 とし鉄骨 のま

》ラス張り下地。客席部分は

鉄筋コ Y ク リート 。屋 根 は 鉄

骨鉄筋コゾク リー ト。

タト 袋

入造石 7" ロック及人造石塗現

場 fこ〉き仕上。バルコニ戸の

ｾ函は東郷育児商の鋒 になる。

内 装

劇場内部、壁面は不燃; 仮猿 b

の上 に木桟の縦張 b ペ γ キ仕

上。天井はヒル石、モ ノレ } J } レ

仕上。各階の客席は下階の感

じをよくするため 、特にバル

コニ ーの出を少 〈してゐる。

牧草幸人員 ] 200人。



協 和 銀 行 船 場 支 庖

位 置 大 阪 市 東 区 本 町 ー 2 丁 目

置 生 計 協 和
銀 行 営 絡 害程

施 工 主 体 工 事 株 式 会 社 大 林 組

媛 房、衛 生 須 賀 工 業 株 式 会 社

電 気 工 事 株 式 会 社 大 阪 常 気 商 会

。5 10  15'  

ま

卒面図説明 8. 女 子 用 使 所 t 男 子 更 衣 室

1  階
9. 男 子 用 使 所 5 会 議 室

l. 客 溜
10 金 廊 6 男 子 用 使 所

ｾ Ｎ蛍 業 室
11. ，]、 使 室 7. 女 子 用 使 所

3. 応 接 室
]2. 炊 事 室 8. 炊 $  場

， 

4. 客 用 使 所
2  階 9. 食 堂

5. 公 衆 電 話
1. 営 業 室 ]0. 応 接 室 ー

0. 出 納
2 ギ ャ ラ リ 戸 1] . 宿 在主 室

7. 支 底 長 室 3 女 子 見 衣 室



大阪に1 i N1 る戦後最初の高層建築として竣工したこの

} ) l ¥: 物は沼和 H 年に I悔国会館として地下 2 i皆、地上 S 階建

の食堂、 グ リル とI喫茶、 クタプ等を? 主としたものとして

影工されましたが、当時の鉄鋼制限の渇 ‘ 地 上 1 ｾ皆迄で

その計画を放棄せよるを得 なかったのでめります。

今度の増築工事 はそれの地上 1 階会そのままとし 2 階

よりの洛高をきりつめて 9 階建とし以下記の計画より 1 階

分の床面積の増加をはか b ました。各階共有効面積 100

坪賞後の各階単独 の事務室として計画され、 エ レベ ーF

2 基、階段 2 ケ所、男女別化粧室、i湯沸室等完備し、共

用冨 ｦ 責に Ｑ 早 ｬ する比率は約 Ｗ Ｔ ｾ ＭＶでゐります。

建築意匠としては建築費の節減ぞ: 第一義としてタ卜主主暗

黄色タイ ル貼とし 、鋭角部分の取扱いち両 {nllの面をその

まま円鉱にそって連絡しそれに 9 階前半の出窓、屋階の

?i iJ セE等が 三の建物の性校を表現していま寸。それはクル

ーザースタ ーゾの巨自由の船尾とそのハウスを逆想させま

す。

阪 急 航 空 ビ ル デ イ ン グ

設計 ・施 工 竹 中 工 務 賠

設 計 担 当 ノj 、 )11 疋

猪 造 担 当 ノj、 泉 昇

所 在 大 阪 市 北 区 角 同 町33

僻 造 3 階 床 迄 鉄 骨鉄筋

コゾク リート

4 階 以 上 鉄 筋 コン

ク リート

長F 数 建 坪 139坪H 4

延 坪 1. 611坪591

軒 高 102. 2尺

深 サ 31. 5尺

竣 工 昭 和26年 8 月10 日

鉄 骨 工 事 大 阪 鉄 工 株 式 会 社

衛 生 給 排 水 株 式 会 社 栄 奥 商 会

冷媛房空気調整

高砂妻名学校式会社

昇降桜工事三菱1 l t 気校式会社



構造設計l : 1./ ては鋼材を節約し

既設部分 との接合の完皇室を期する

為、 3 ｾ皆床主主鉄骨を使用し、それ

以上は鉄筋コ ゾ グリ ー ト造としま

した。「セメ y ト」は工期短縮と

高強度合得る為に早強セメゾトを

使用し、包つ「コゾク リート」 に

は空気通行高11 1  PI ーレツタス」会

用い好成績をおさめると共に。鉄

筋の接手には 17 ラツュバッ ト」

熔接工法を使用する事によ b鏑 材

をさらに節約する事が出来た事な

どと共に この条件に対する施工上

の無事故等を特記する事が出来ま

す。
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主 主 主 殴 倫

冷 媛 房 設 備

Go{:t 復動力圧縮機 4 台金銭置する

熱ポゾプ方式を採用し夏季 80
0

F

冬季 70

0

F 湿度60%{?: ' 保つものと

する。

衛 生 設 備

市井 ・労ニ7Fの二系統 t し、共に地

下 2 階に設置せる 1 5 HP ポゾプに

て自動的に屋上水槽に揚水する。

排水は下水本管に直接放流とし地

階用は分離槽を通じポゾプアップ

し下水本管に接続する。

消 火 栓 設 備

非常の際地下:27階の消火ポゾプの

自動操作により圧力水槽を銃て各

階室内消火栓に送水する 1 階度外

にサイヤミ 戸ズコ y ネタショ γ{?: '

裟1置する。

エ レ ベ ー タ ー

可愛電圧歯車式25H P容飽:1100随 、

速 度90米/ 毎分2基を装置する。



設 計 業 務 へ の 私 見

いよいよ多年待望の建築士法が制定せられ、明年 4 月

からは特定の建築物は建築士の免許をうけたものでなけ

ればこれが新築等の錫令にはその設計叉( 土工期監理がで

きないことになった。

そしてこれと時を同じくして制定せられた主鴎築基準法

及びさきに決定をみた建設業法の突施と共に建築物の質

的向上カ守切待されることになったことは誠によろこばし

いことであり今後は建築士のは会的地位や権限が技何の

進歩と共に向上発展することと考えられる。今回の込喋

士考炎決定の結果よりみれば建築士の質的よ凶交の点では

f，' .i 諸外国のそれに比 L てかなりの遜色を感ぜしめるもの

である。

建築物の設計業務とは、千極万別の建築資材を自由に

利 用 し こ れが突胞に必要な図面及びイ上総書をイ午成する

綜合取りまとめの仕事ということができる。もちろんこ

れには設備をふくむ意匠計・附はもとより、主1 r 築制fli 治ブJ

学並びに材料力学的なとり扱い、さらに建築 ｊＮｾ 準法並び

にこれらに附閲する種々な関係'11胡に適合したものでな

くてはならない。

一般に建築物は建築主の企業計jllij の紋に沿って設計さ

れるものであるが、従米わが凶に於ては設計五三務が完全

に独立制をもたなかった慣習上、官Jr 、会社、及び建築

総治業者て工事施工者J がそれぞれ設;;1業務を担当する技

術者向C建築士〉をもち設計専業のm喋事務所と向践の設

計業務をなしてゐる。さらに木造建築物専門の大工棟梁

のような技術者もこれと類似の設計・業務をしてゐる。

この独立伽jについては従来より色々と説があったか今

回の建築士法において もその帰属についての確たる規定

がない。これはわが問と国的を具にしている諸外国の建

築士の設計業務方式とは多少魁泊・ちがう因とである。従

ってアメリカの建築士が確保する付; 会的地位や技能手腕

ＮＱ こ建築主が絶対的な ｦ ［ｪ ｾｩ￬￮ 性をおくものとは素より差以が

ある。叉アメリカに於ける技術者同体のもつ技術的なプ

ライドは決して資本家に盲従しないものであって、義務

と賀任の遂行はあ〈まで厳正である。

広島の A . B.  C.  C. の工事を通じてアメリカの忍築

士に知過を得たので機会をみてはあちらの設計業務の方

法を問うたのであるが、結論としてはいつでも建築士は

建築主の代人であり 、何人からも制的を受けることな〈

設計・書類仁図問、イ上級; 号、契約型〉を作成することが- c :

きるものである。しかし掻〈特別の場合を除いては建築

資材のカタログ集より逃 ￱ｾ もすることは許されないもので

ある。 a 本で工事泌工者が設計業者を兼ねていることは

日 野 勝 好

了解・できない、これはその組織と機能か根本的に呉るも

のであり、又t . C t 刊もあるので此れは一言にしてはL 、えな

いが今後においては設計技術の 向上のためにも一考を要

する問題と思ろと悶かされていた。すなわち、理想論か

らいえば設計は ｪ ，ＧｊＮｾ 走事務所で 、施工 は建設業者でな すこ

とに54論はないがこれには今後におけるm嘆主の理解 と

忍諜士の大いなる! 司党がなくてはならない。

わが同の在来の事業家或は企業家、すなわち、建築主

のー部には孔喋設計者や工事施工者が工事材料又は施工

方法等について合理的に、しかも椅制に調査研究の上決

定した工期等についても、利益のため、見栄のため、広

作のため、等'( : いたっ・らにこれを短縮することを強要す

るようなことがま L あった。これは正しい建築をする方

式ではないも のである、もち論建築主は一時たりとも工

事資令の内定する不利益をおそれ、或は投資的なピ ルデ

イゾグ、会社lJ f . 務所のごとき建築物なれば一日も早くこ

れを利月j して経也せんとし工場建築のごとき生産に直

接関粉する主I ! : 築物は一日でも平〈使月] して機械の運転を

開始しi製品を市・場に出したいと思うのは当然であるが、

これがための超短日時の設計及び施工の要求苦手も完成 し

た建物の質の向上のためには改める要がある。又一方に

おいて込喋士も技るt .i を常に錬磨 し研究し、設計業務の完

全: と迅速さはn諜主のよき代人としての厳正なる工事監

理と指みをなすことはともに必要であり、そして? 引こ時

代の要求を設計上に反映する用怠と準備の完践でらるこ

とが必裂である。

さて、現在において込嘆主が設計を依頼する場合を大

別すると 、札喋物泊滴品として企凶されることと、生j)]i

またわ他の企業の一環として利用されることである。も

とより建設主がえ ｌ 唆 ｾｊｾ 業を企制することは非常な投資で

ゐり大いなる企業℃ある。有ij 述の何れの場合に L ても建

築物は企業の張家のm: 要な部分を占めるものである。す

なわち設計ぷーと してはその帰属のいかんを問わず常にそ

の企業 LI 的にそうペ〈全力をつ くすことには当然であら

う。建築主自体がもっ設計部門は建築主の意図や性格に

常に充分同調できることは、論づるまでもないことであ

る。プミ工棟梁が設計する湯合も 大体向調と考えら れる。

残る問題と して設計専業事務所と建築綜合業者の設計部

門に依慨する場合となる。これはさきにのペたごとく吾

が悶においてのみ L る特殊な存在である。すなわち古く

は工布施工者自体が一切の建築物を商品の虫11<詰負いこ

れを完成引渡しするのが普通でるった。

これはわが匡! の建物は昔日においてその殆んどが木造

11 



建築物でるり 、その建設には特別なもの以外に特殊技能

カ主必要でなかったもので、 この慣習が今日までそのま L

残っているものであった。これが設計施工の因となりこ

れで設計業務の相当量が消化 されてをり 、現に全国的に

登録する綜合工事業者の数は約26，300 仁25竿1 月〉であ

り、他国設計監理業者の数は1，700 ( 241同月〉である。

更に一般社会の人達が建築に関する認識の欠除から建

築 を二次的生産扱いをなし、比較的軽視した L めか設計

業務だけの書類よりむ しろ安易に利用できる穏と しての

建築物そのものを要求する慣習性から抜けきれないよう

可きるる。ここに設計専業事務所が設計する場合について

これを具体的にいえば、その事務所の責任者はすぐれた

建築士であるとともに人絡者であり 、その人の信望と技

術を信頼して設計を依領されるものであって、その責任

者は建築主の性務をよ〈理解してその窓とするところを

表現する。すなわち、か L る事務所は個人的性椅を多分に

有し、その構成員もその責任者の人絡とf言望を したって

集ったものでるる。従って組織も特別な事務所を除いて

はその椛成は比較的に小規農のものであり 、そこには独

自のチ 戸ムワ戸グともいわれるぺき 気風がある。か L る

特色のある事務所での設計々凶が突現したものは、どこ

となくその事務所の風絡が建築物に反映して独自の存在

が見受けられた。しかしながら科学や文化の進展ととも

に設計業務の機構も漸次に複雑化 し、窓匠 ・構造 ・設備

の分野も視界が広〈且つ深くなり、分業的処理機構の確

立より更にこれの技術的な統合母体の必然性が生れるの

でわなからうか。すなわち、設計業務の遂行方策も今後

次第に綜合技術主義に移行するのではなからうかと思考

される。

次に建設綜合業者の設計については現在の機椛におい

ては殆んどがその施工と一連の関聯を有し、いわゆる設

計施工の場合が多い、すなわち廷築主の商品的見地より

建築企画がなされるものである。従ってこれらの設計業

務の単独化は考へられないともい L うる。

建設綜合業者としては一つの建築物を完成し引渡すこ

とが目的であり、これが手段として設計と施工をなし一

元化 した綜合取りまとめをなして建築主の企図に奉仕す

るのが第ーである。故に設計と施工の 一元化した組織を

大 会合
合 防 耐

採はをに間
電 阪 社資 理 錆 震

館主 奥
主 完 耐

用日・は仕

堀

下 準 軽 軽 切ぽ 村 法 を 火

@幡 重

資 白中 軽 さ式量量・四 町 兵

六一書
任 空 宇

いを鉄鉄天

四 番 底

- 御骨骨井|番 地
工 音 牢
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もち、その組織が信頼される技術と信用が満足され る基

盤にた L なければならないことは勿論である。か L る理

念の下において設計をなすに当り 、その建設絵合業者 と

L ての能力を発揮 して施工部門と密なる関連を保ちつ L

設計を進めるのが普通である。そしてその表現は設計担

当者個々の意志の表現をさけ、建築主の意を体 し、 それ

を特色づけ、広〈衆智をあつめ、施工固における経済問

題等を勘案し一丸 となって設計業務を遂行 している。こ

れは建築主の注文当初より設計専業事務所とその性織が

異っているとい L えよう。

建設綜合業者の設計部門はあくまでー完成せる建築物創

造への手段であり 、それはるたかも造紛業者と軌をーに

するものである。すなわち、船会社と しては 「完成せる

船」 を要求し、それまでの過程である設計 ・資材 ・施工

の一切を造船業者の手腕に期待する。 又造船会社は夫々

独自の立場より設計はもちろん資材の手配をなし鱗装に

至るまでの一元化 した組織の下に最善をつくす、これは

決して設計業務だけの単独ではその意味がないのではな

かろうか。すなわち造船所全体として伝統を誇る涜成せ

る船の引渡しがなされる。両者ーを出絞すれば建設業者の

設計業務もまた造船会社の設計業務と軌をーにしている

とい L えゃう。

最後に設計業務に関する報酬の問題につし、ては設計事

務所は相当の報酬をiHi 求するが建設綜合業者は別段これ

に言及しないのが通例'-cあった。

設計事務所の3fj 求はこれによってのみ経蛍カ維持され

るものであるから当然313求をなさねばならないものであ

るが、建設綜合業者の場合は前述の通り一つの建物を完

成して引渡すことが目的であり此の完成への方途として

設計業務をなし更に施工をなし全〈 一元化 した綜合技術

によって生じた建物を建築主に提供する。すなわちそこ

に各々を分! 被して金銭的裏付ををなすことは綜合業者と

しての信用と技術を尊重し総てを委嘱された企業者の思

考にそわず、叉本来のもl E 命を抹消するものであるともい

いうる。か L る理念の下に綜合業者の設計部門は独立探

算制を採らず、専ら全てを施工面によって生じた正当な

利益によってその経費の全般カ2賄れてきたのが現状可Eあ

った。か L る方法を採用している綜合業者の設計部と設

計事務所については今後の時代の変化と建築主の要求と

法的i倒的によって更新するものであらうと，思われるが、

これは今ま・での慣習によってかくされて来たものであ る

が、建築士法の実胞と共に建築士として設計と E担Eにつ

いて抱負と立伍・が負荷された今日、今後何等かの形で己主

変せられると L もに、正当なる技術的責任に対し採る〈

き方策と在りかたについてはもっと考究すべき点がある

と思われる。

仁筆者 竹中工務庖設計部長コ



11 此 の 頃 思 う こ と

竹 内 成 夫

私は最近煙草をやめた。いままで二三辺やめたことは

あるが、そのため目立って健康状慾が良くなった様にも

覚えず、いつか叉すい始めてしまった。近頃は一日に三

年酔ｾｾ￭Ｇｩと妓う線になり健康上軒しく良くないことがはっ

きりわかったので鈎j 燥したい所ではあるが、 一思いに禁

煙してしまった。 ー寸した病気をきっかけにしてやめた

のであまり苦痛を感じなかったが、病気が癒るとそろそ

ろ何やら物足りない織な気がしはじめた。特に食事の後

がどうにもおさまりがつかない。それでもどうやらがま

んしてもう二週間程になる。そのためか三度の食事もお

いしくなり、今度はたばこを止めたかいがあった様に思

う。

さて問草をやめて数日後のこと阪急の駅で電車を待っ

ていると 一人の老人がせわしげにプラットホ戸ムを歩い

てきた、年の頃なら 50から60、よれよれの色のあせた背

広をきて、小脇にか L えた大型の書類カパ γ から想像す

れば、己に，恩給もついた官史でもあらうか、すっかりや

せて色つやのない顔をろうむきかげんに、コ ツコツとせ

わしげに歩いている。そして片手にはタバコをはさみ時

点せわしげに駿いつけるのむある。今までならば何の気

なしに見逃していた光景であるが、この時丈妙に私の注

意をひいたものだ。出勤前のあのせわしい時間にせかせ

かと雄主主を吸う必妥がどこにらるのだろうか。あの老人

がたばこを止めたらもっと肥り、顔色もつややかになり 、

毎日のタバコ f- t ーをつみ立て; _ ; WT しい服のーつも寅えるだ

ろうに、などと考えさせられたのである。何も F パコを

吸うのが惑いとはいわないが、駿う必要のない時に、妓

はない方がい L 械な人が吸はなくてもい L 場所で吸うの

がいけないのでまbる。そしてそんな簡単な、はっきりし

たことが、自分がタバコを吸っていた時分には分らない、

いや解っていても感じないのでゐる。併しタバコのみに

は叉彼等の言い分があり、タバコを吸った事のない人に

はわからないものがあるのだらう。

官公庁の蛍終認につとめているものにとって、そのあ

り方について常に反省をしてはいるもの L やはり第三者

の立場に居られる方々からいろいろと御意見をきかして

貰うことが必要℃らって案外簡単なわかりきった様な事

を気にもとめずに誤りをおかしている場合がしばしばあ

らうと考えられる。

先々 月の本誌に「官公j i " ' 0は、大学を出て数竿もすれ

ば、はんこばかりつく総になっ・てしまい、茨際の設計・( 主

新米がやっているからだめだ」といういみのことが出て

いたように記憶するが、再棋は必ず しもそうではな勺

た r 永年の勉強と経験によって漸く 一人前の仕事が出来

る様になる建築技術者については他のー御 崎 織 員 と 呉

った待遇ー給与に於ても 、叉地位についてもーが考慮さ

れれば、現在の破防;' 11却の下に於ては官公rFに有能な技術

者を多数保有することはむつかしい。しからば官公庁・で

は企繭丈をやって設計は民間の技術者にやらせてはどう

か、とい 5意見も出るであろう。併しながら企副こそ; 辰

も重要なことであり叉有能な建築家でなければなし得な

い仕事であるそして央協設計と切っても切れない関係に

あり、むりに之を離せば企幽ーという仕事は宙に浮いてし

まうおそれがある。

官公ＧＩｦの営終認には有能な技 ｾＱ ［ｦ者が少いから 、 ホテル

や病院の械な高度の技術を要する建物の設計はむりであ

る。といういみの意見もある線だが、私をして言わしむ

れば、之はむしろ反対であって官公げなればこそ、民間

の有能な建築家や其の仙の技術者の知識経験を取り 入れ

或はそれらの意見をきく機会を得られるわけで、もしこ

れが民間のー建築事務所に委託されたならば、他の建築

家達の意見が、充分取り入れられる機会があたえられる

であらうか。たとえホテルに泊った ｾｊｾ のない 人 が設計し

たホテルであっても、多くの有能な建築家の意見を充分

取り入れ、又宿泊者や経蛍者、糾玉虫人、ボ ーイ、その他

の技術者やホテルに関係のある 、あらゆる人々の意見そ

夫々きし之を取姶せんたく' してまとめ上げたプラ y で

あるならばそれはむしろ。完墜に近いものといっても泊

言ではなかろう。私は官公庁の諒十になる建物が、か L

る意味で、その国に於ける建築波術のパロメ 戸ターであ

りm: いものだと思う。

私は民間の建築事務所が官公Jf 関係の建物の諒f十をす

る事について反対するものではなく 、むしろ現状℃は定

員も少し仕事が過重でらるので、その方が皇ましいと

考えている位台ある。併しいろいろとその聞に陸路があ

って思ふにまかせぬ事が多い。第一設計を外註する方法

であって、特に希望者が多い場合之をどの様に処理する

かという点である。第こには委託授の問題であり、之は

一応 訴十段理協会の標溶設計民主埋料金が定められてはい

るがあれは少し高すぎる。も少し突状に即した規定が設

けられてしかるべきであらう。第三には官公庁と建築事

務所との聞に完全な意志の疎通がなければならない こと

である。予算や意図を無視した設計をされては闘るし、

又所要の建築を完成するに必要な予算が充分組まれなか

ったりしては何ともならない。こ L に両者の意志がぴっ

たり・合ふことが何にもまして望ましいことである。この

点が工事施工をス札によ って決定する様な具合にかんた

んにゆかない所以・であって、特定の建築事務所に委託す

る事の出来ない官公j f の立場として誠にむつかしい問題

' ( ' あろう。建築事務所を綜合的に続出する或閉体があっ

て、それがー手に之を引き受けるとしても 、各事務所へ

の配分に当って、不明朗なきを矧し得るかどうか。とれ

等の点、についても各伎のi知恵見をき L 度いもの と思う次

第 で あ る 。 ( 筆 者 大 阪 府 庁 蛍 終 課 長 コ
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建 築 事 務 所 の あ り 方

1 . 設 計 と 施 工

設計と施工とを分離すべきや否ゃに就いては、屡々論

議される問題であり、各自の立易に応じて 自分に都合の

よい様に主張されてゐる。

建設業者中には分離すべきでないと主張する人が多い

が、人聞が一人残らず慾を綴れて神の心境に達して始め

てこの事が理想通りに行〈問題でーあり 、普通の人聞では

矢張りかう設計 した方がよいという事を知り 乍 ら、或程

度廷諜物のよ〈 なるのを犠牲にしてでも、施工の経費の

少い方の設計に走るのが人情ではなからうかと考へられ

る。勿論どの程度良心的に設計 ・施ヱをするかは、建設

業者が如何に信用を重んずるか、即ちその業者の方針と

それに携る人の良心によって丞諾される事であるから、

一概にすべての建設努諸を斯くの如しと云うの可さはない

が、少くとも大部貯はこのiui りである都は間違いなし、。

又建設業者は設計をした建築物に就いては、仮令他の

業者と競争入札を しても、他の業者は巡慮をするから設

計をした業者に務札の機会が多い現状に於ては、設計と

施ヱとの非分離を主張する建設業者の多い事も尤もな話

である。

素人にも近寄り易〈そのよしるしが分りよい機にみえ

て、案外分 りにくいのは建築技術ではなからうか。自動

車に例を採れば設計 ・製造の制いのはすぐ故障があり、

燃料陥喰うがカが出ぬという具合で、素人でもそのよし

あしはすぐ分るし、又取扱者は一応自耳目見Zに対する知識

を持ってゐる人司きあるからすぐ分ってしまう。 他の機械

類に しても其の通りである、 ところが建築物の場合は間

取りの惑いのとか、エレベ戸シヨ Y が惑いとか、仕上が

汚くてまづい等、誰でもすくすることもら るが、大部ゅ

の欠点はそれを使用する人が素人又は関心の薄い人℃あ

る事や、隠れる部分も多い事とて、念、に分らぬ場合が多

い。設計や施工が悪い為に水ヵヨ盟り刺組: o' . / 腐り初めるの

は、数年乃至十数年先の事である。地髭l吋唱いll j : も地震

がるる迄分 らぬ。その他にも色々あらうが、要するに或

程度部、 ｴ 責任な設計・施工をしても建築 の ｾ ｪ 合は 割合にカ

モフグ F ヂ出来るもの℃あるし、又その{ 削{ 広も案外来人

には分りにくいものでらる。この様な1fQr.'，{ よりすれば当

然設計は建築事務所で技術、経済、もEf I J 上等ゐらゆるプj

関より研究設計されたも のに従い、建設業者の優秀な施

工と相候つべきであるが、 1止上建設業者は設計施工をや

るものと考へ、建築事務所の存在意識すら知らぬ人の往
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々見受けられるのを考へると 、建築事務所側としてはも

っと啓蒙に努むべきであると共に、建設業者も真に建築

技術や建築界の向上に思を致して設計 ・施工の分離へと

進むべきではなからうか。

一方建設業界に於ける設計担当者は決して優遇されて

ゐず、多くの建設業者は現場第ー主義で、設計はサ F ピ

ス部門として従に考えてゐる向がるる。即ち建設業者で

設計に従事すれば優遇されぬ為に有能な技術者が集り難

い惑になる。勿論優秀な多〈の設計技術者の居られる司王

も否定出来ぬ事実可さはあるが。

以上 の ｬｬｾｫ を考えてみると 、設計と施工と は 分離すべ

きであり 、建設業者が優秀な島心的設計 ・施工を全うす

る事は極めて悶難な事であるし、叉建築執務所も同級に

設計 ・施工をする様な事はあるべきでないと考へる。

2. 入 札 制 度

建築事務所で設計を完了し、施主と合舗の上又は委任

されて事務所で建設業者を指名競争入札をする場合があ

るが、大抵の場合最低者に務札する現状でゐる。これは

施主の予算の関係もあるが大いに考へるべきま ｉｖ￩ｾ ると

思う。勿論悶ーの設計図書に基いて施工するのであるか

ら、 A 業者に議札し施工しても 、B 業者に滋札して施工

しても同ーのものが出来なければならぬ理屈であるが、

笑際はそうではない、例へば左官に同じ材料を与へても

出来上りは左官の技術に志布される様なものである。建

設業界では当今Ｎｾの 外 競争が激しいから 、見 出金額を下

げる為に当初から仕係書より程度ーを下げて施工する剖り

で入札する不徳業者もなきにしもあらずである。ざれば

A 業者が仮りに 1億円 13; 走者が 9，500万円の入j・しをして

も、A 業者が大変信用のある良心的な仕事をする業者で

十分 1 位; 円の価値のある仕事をする見込であり、 B 業者

はその信用状強からみて 9，0ω 万円の位打しかない仕事

をする類. ( : . あればA 業者に決定すべきである。結局 1億

円を出してもそれの方が安い結果となる。金額の大小に

とらわれ、出来上る建物の価値を考へに入れぬのが根本

的に謀れる考へであると思われるが、目前の金額の大小

にとらわれるのが人間殊に白木人の短所である。 r安物

見いの銭火ひJ ｲ 安 かろ忠かろ 」 になる ｾ ｬｲ が多いから建

築J i . 務所が率先この謀れる考を是正する岐に努むべきで

ある。

昔から建設業者は所謂J r 'j 負で極力手を省き材狩の惑い



のを使用してボロ儲けをするとの紙念を |止上に値えつけ

てゐるから、 仁勿論今日此頃そんな業者もなからうが〉

i'l J成安い業者に決定したいという 施主の心理も手ftえって

ゐるｾＮ￧でも為るから、最近の建設業者はもっと誠意のあ

る者である事を| 止聞に認識させる織に全力を尽すべきで

はなからうか、そんな概念のらる限り我々池袋皐1¥務所の

ものが如何に推薦しても特定業者に随芯契約の方向に持

って行くのはむつかしいし、建設業者は永久に競争に苦

しみ自分で自分の首を締めてゐる事になる。現にw <人が

昨年或一流業者から地下鉄工事の残土を大交高価ii に買っ

たが、すぐ近所の人が他のま走者からもっと多量に同じ地

下 鉄の 土を無料 で 、而 も均 ｌｾ も し てもらって入手した

のをみて余りにその差が大きいので調べると市から残土

処分裂を貰ってゐる土を更に金を払って買ったわけで、

一説諜者でもこの前汗で今夏乍ら認識を更めた織なわけ

である。

最近役所辺でf最低入札者に工事を渡し、途中でその業

者が経辺国で苦しみ、仕事を投出した幾多の突例がある

が、最低入札者に落札する事はイ上空ｾｾの恐い場合も多い

し、又この様に旨〈行かぬ事も多いから} 日 も早 〈己主む

べき ｾｬ ではなからうか。

又建設業者に して もお五ひが苦しい競争をしても: しい

仕事をするという立場でなく、阻む契約とか仮りに入札

するにしても無迎のない正々堂々と仕司Fが出来、適正な

る利j問を認めてもらう嫌にilli : U去したいものである。

3. 事 務 所 と 人

建築事務所、建設業者; ! l{ 1也何れの社会に於ても人がA

をなしてゐる事は勿論であるが、建築: eh務所在人の! 1 i 要

nEの大きいも のはなからう 。建設業者に於ては、手持資

材、購入材税、労務、天候m也種々の条イ午に支配されて工

事のよしあし、営業成績の具、不良 Ａｊ［ 決まるが、建築 ｪｾ

務所に於ては、ーに所長以下幹部及所員の技術、人絡が

主なる要素となって設計のよしあし、館業成献の iミ、不

良が決定するも の℃ある。叉人が突際lこス ケッチ、製図、

計算、積算し 、 仕 級設を習いて 初め て設計ＪＧ ｾ が 入 るので

あり ち大体金舘相当の汗を流して経宮古・が成立つもので口

先のみc : 守合を得るものでは決 してない。而 も現在の設

計監理協会並びに建築士会の協定設計料では全員夜に日

スチー) 1 ，サッシユ

// ¥ ド ア ー

シャツター

オペ レーター・ 伸縮戸・面格子

設 計 ・製 作 ・修 理

日本サッシユ株式会社

大 阪 市 東 区 高 麗 橋 二 丁 目 九 番 地

電話土佐掘@2995 ・3979番

をつい可::f働いて事務所が生きて行ける程度でらる。即ち

事務所℃は人そのものがi長大の資本である。

込嘆事務所へ設計を依頼する人は決 してその事務所の

資本金が大きいから設計を依頼するの ではなくて、所長

或ば幹部の技術を見込んで、この人の技術なれば安心し

て委せると考へればこそ設計を依.4寂する場企が多い。よ

く医者に例へる人があるカ病気の時医院が立派だから 安

心して診察してもらうのでなく 、その医者の医術を信用

するから診てもらうのと問機である。 これが建設業者と

なると様子が泉りエヰlrl(と業者の資本金や経理状態を見

きわめた上了月Lをイ衣J駁されるのが殆んど総ての場合であ

る。

きれば建築事務所の幹部は十分施主にその技術を信用

されねばならない し、 それを助ける技術の優秀な所員が

存在せねばならな¥.;0 設計の依頼は商品を売歩〈様に駆

けずり廻ってあるものではなく、又その様にしであって

も技術が伴わぬと馬脚を出して却って信用を失墜する結

果となるもので、幹部の伝丹jが次々と施主の口から云い

ふらされて次々に仕事がくるものである、私の知人で建

築 ]i 務所の幹部で建築家でない人がゐるが、施主に技術

上の信用を与ええぬ治J今一s去と云う所が旨〈行かぬと云

う事を始終洩らしてゐられた人があるが: つくづくその

感を深くするものである。

従って事務所に於ては設計のーつーつに一歩づっ進歩

の跡がみえる様に常に全員カ羽[鎖に努力して他の事務所

と競争し信用を高める織にせねばならない。

4. 殴 計 監 理 料

工事裂 は 材料 、 労力主ｾの値上り ｴ こ応じて英の都 度 上っ

てゐる。然し設計監理斜は工事裂にあるE容を乗じたもの

であり 了司F到が上れば自然設計料も上るとの理由で旧態

依然として変ってゐない。而し現在の率で昔前一足すべきで

ゐらうか。 恐らく極めて良心約に懇切j 1 容に設計監理を

行うには余りにも其のE有効明いと云わざるを得ぬ。設計

とは設計者が気の済むまで何回も絞りに練って出来るも

のであり 、その上何分のーかの模型を作ってみて検討す

る{なにして初めて満足のゆ く設計が出来る。それにわ現

在の一般の設計料が安すぎるのでらる。現在の設計料が

仮りに 2 倍、 3 倍になっても工事費からすれば僅少であ

ペデスタ1Lf1t C
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る。それだけ手聞をかければ高くなった設計粉以上に価

値のあるものが出来る筈勺ある。

現在の設計料では十二分に満足すべき設計が出来ぬと

すれば各建築事務所が協力 して設計粉の引上げを企て、

心ゆく迄の設計をして建築技術の 向上を図り優秀作品を

1吐に出すべきである。

如何に事務所相互の競争が激し〈とも 、我々の権威の

為にも設計粉は余り値引きせず、その代 りにす分設計料

に釣合った設計をして施主に十分酬いる様にすべきだと

思う。

5. 施 工 技 術 の 向 上

建築の現場を見て何時も感じることは施工法が昔のま

L で進歩の跡の少し、惑である。勿論少 しづつは進歩して

ゐるのであらうが、余りにも進歩の速さか返すぎるので

ある。最近はコ γ クリ F トプロックや空気述行コゾク リ

戸ト、或は仕上材料として時々新しいものが出てゐるが、

空気連行コ γ クリートにしてもコシグリ 戸 ト強度が上昇

する程度のものである、私は建築工事の施工期間の極度

に短縮される様な方向に建築事務所も建設業者ももっと

真剣に考へるべきではなからうかと考えてゐる。貸事務

所が 2 ヶ月早〈出来れば貸室斜はそれだけ多〈早〈入る

事になる。ｾ［に工場等では平〈後工使用する王将による利

益は大き〈 、少し位工事裂が高くついても問題可きはない。

繊維界が活況を呈し各社競争で工場建設を始めたのはよ

いが、工事期聞が長い為に工場の働〈頃は繊維界もよく

なし折角の施設の価値が少くなる様な事が多いのでは

なからうか。コ γ クリ ー ト強度が 3 日も経てば現在の28

日強度位の出るセメ γ トが少し位高価でもぽつぽつ出て

もよい頃ではなからうか。仮粋の取外しに追ばれる位で

あれば如何に工期が短縮される事でるらうか。堀方も勿

論手に頼らず機械を利用する事にする、又ｾｾの惑い場

所では杭打 に殊にコシク リ戸ト 杭の場合には茜 し〈時聞

を裂すものでるる。何か薬液を圧搾空気で地中へ注スす

れば数十米の下層部の軟地盤を硬化出来る織な事は出来

ぬであらうか、京都大学土木教室の近藤教授のソイル・コ

γ クリ F トなんかは何かヒ Y トになりそうな気がする。

これなんかは実現すれば現存建物の下部f幽盛を硬化し、

その建物を耐震的にするのにも 大いに役立つのでるるが

ベイ γ トも刷毛で塗るのではなくスプレイがもっと発達

して工期を短縮出来る様にすべきでるるo i1I，繍の爪 を手

で相変らず曲げてゐるが伸鉄工場で機械で爪を控えて置

いて売出せば如何程手が省ける事であら うか。継手の長

さは予めベイ γ トとか刻印で鋭溺径に応じて印をしてあ

れば大変好都合である。その他工期の短縮に役立つ改良

すべきことは無数に存在する。 11. 1: 聞を眺めて他の部門は

割合進歩してゐるのに独り建第界のみ立遅れてゐる様に

思われ る。私は上記の程度の事が可能になってもよい時

期ではないかと信じる。我々建築技術者が率先して化学

者や他の人 々の協力により 、工事のスピ ードア ップを; A

間目に考へねばならぬ時代であると思ふ。

6.  こ れ か ら の 重 量 計

建築物が人の使用するものである以上、外界の風雨寒

暑から人を保護するだけでなく 一歩進んで人に快感を与

へ能率を上げさせる様にしなければならい。事務所や奥

行場の一部に暖冷房が行われてゐる{ 立では未だ十分では

ない。紡績工場で温湿度調整が有われてゐるのは繊維の

質のよいのを得る為に必要℃あって働〈人の能半の事は

考えてゐぬ。アメリカの雪の深い地方モ屋外のパ ーキγ

グ ・エ リアにパネル・ヒ 戸チ: / グをやってゐる話もある

がそこ迄行かず共、せめて人が働き住む建物内だけでも

もっと気持よく、能率を上げられる様に考へる位にした

い。事務所の階段の蹴上げ踏簡にしても勿論使用する人

の身長共他によりｾっても 、 大多数の人にもっとも楽で

疲れさせぬものがある筈で、階段一つに就いてもその辺

迄研究を進めてはどう℃ーあらうか、照明についても同様

で窓の大きさ配置、電f登の配置の決定にもそこ迄考える

べき問題である。 カイザ戸製鉄所の平炉工場でーエヤ 戸コ

γ ヂシヨニ γ グをやってゐる話を閉し、た事がらるがよ'玉に

その建物へ入る人の気持になりきって、その辺迄進歩せ

しめる様我々が1吐の中をリ 戸ドして行くべきであると思

勺。

仁筆者大阪建築ｾ｜務所取締役〉

〆議紛 も2沼a ZL也管の窓
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創業30年古い歴史と新しい技術

ぜ 2レ ヂ イ シ グ の グ リ戸 ニ: / グ工事、

古い住宅が新築同様 に なる美索ＮｩＮｾ請負
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法 定 建 築 士 の 横 顔

衛生工事屋生活30竿。その聞に側聞から見聞してきた

「楚築士法ができあがるまで」のイキサツを追想すると淡

い感懐がないでもない。もとより、私は建築士になれる

履膝の人間ではないし、おのれに直接の分野のことでも

ないので、漏れ聞いたにすぎず、正確- な主意も推移も知

っているというわけではないから、門外漢が、よけいな

モノを申す筋合もないかもしれぬが、しかし、自身の職

業上営業上、アカの他人の事情ではなかったし、いよい

よ誕生した「建築士法」は、大いに衛生工事屋にも関係

すべき内容をもっている。そこで、 「建築 と社会J 1951 

9月の 「時の言葉」を読んだとき 、いろいろなことが考

えられはじめたのでおる。「兵の意味の建築士の問題は

やはり後え残ったのである」という 、 「時の言葉」のク

クリは、よい意味でも、わるい意味でーも至言のようであ

る。

そもそもの「建築士」提唱者の兵意は、今日誕生した

よろな法をつくるつもりではなかったようだが、敗戦後

の世相は、提唱する以上は民主的ならざるを得ないし、

それでなければ手を引くより仕方がないし、乗りかかっ

ていた長年の舟で、いまさら手を引くのも内ふところを

のぞかれるようで、いささか国子にも影縛する、といち

ょうな複雑な心理状態がみられる。建築設備業者から言

えば、旧来からの忍諜士というN 1lがフイヒするのは、大し

た関心事ではなかったが、誕生直前の案を、日本管工事

工業協会が見せられたと きは、オ〆ヤカでない気にな2

た。そこで、同組合が述裁をしたり 、設備士がどうのと

いう問題でモメたりしたのだが、この問題( 主、これから

まだ当分は未解決で将来に後りそうである。

今日誕生したような内容の建築士を、わざわざ大さわ

き、してまで法化するほどのことがあったのかどうか、と

いうことは、私個人としては疑問である。しかし、これ

も社会学校の卒業証苫の一種でらり 、ただに建築技術者

ばかりでなく 、他の一般技術面でも 、そうな る傾向があ

るのだから 、別にケナすわけなどサラサラないが、いさ

さか自分で自分を窮屈にしてしまった感がおりはしない

台三もっとも 、その技術商の質l主、 一応一定線以下が無

くなるとも言えるので、よいことだある。昔私の接した

帝大出の工学士さんは、運動Jの代表選手で、大学在学中

一切を運動に専念し、 勉学はほとんどせず 、ｾ楽論文も

一切を同級生が仕上げてくれたのでよく知らないのだと

言っていたが、かような人はその技術面の体得欠如や不

IJ、J f I 誠 耳

足のみでな〈、一般常識も片得っているものとみえて、

結局予1:の中では円満な生活ができず、まず軽卒な結婚で

失敗し、役人になって1滋賀上の不用意なイキサ? で刑を

1ff た。まあ、かようなのは極端であろうが、今後はこん

なふうな建築士は無くなるであろう。

衛生工事屋などという商先は、好きでやめられないか

道楽T:: しかやるものでない、 というのが私の持論なのだ

及、普から今日にいたるまで、おそらく今後でも、金モ

ウケで初める荷32ではない。終戦直後の変体世相だなに

も知らぬ素人まがいの人たちが、えら〈モウかる商売と

感遠いして、一帯オカマを起す気で、われもわれもとハデ

に開業したが、この新興グル ープで今日ま℃でも筏って

いゐのがあるだろう。この商売は極めてジミな営業で、

カ11< のマジメに経蛍しなければならぬ性質のもので、

一生続けてもハデにモウかるような時季はない。そのか

わり 、細々とでも決してスタる蛍業でもない。ょくした

もので為る。第一、金をモウケるのが、目 的なら、なに

もこんな入手を要し、i菌" 寺に雇用も解雇も困難な技術者

を袈し、復維な組織体で温む仕事など、コケ の骨頂でる

る。っくえーっ、電話一本台モ リモリとモウ かる単純な仕

事はいくらでもあるのだ。大規模の企業体に ノシ上るほ

どの需用はなし、中 というより小に近い企業内容で、一

応はこのごろの一切の法規に従わねばならず、税吋Eも、

ツキアイでも、何一つ簡易にはならず、子供のくせに大

人の生活をしなければならないような、息のきれかたで

あっていっそ、こんな営業は解体して、設計監督者と、

現場技術員、工員とに分向性してしまった方が、工費も安

あがりになり 、気持も割切れるのではないか と思うこと

さえ、しiまし』まある。

これは、別に本題には関係のない街生工事慶の内幕で

あるが、これに関連して言いたいのは、これを蛍業とし

てきてザツと30年。そのそもそもから 、営業という 以上、

論語や孟子の中から生れてきたような、君子であっては

商売にならないので、 「消」もとより 、「濁」でも承知

でナジむ安崎に慣れざるを得なし、。そこたかかる聞か

ら、永年商売上で触れてきた人方には、やむを得ず、そ

の裏側もかなり見開させていただいた。人を裏返しにし

てみることが習慣性になるほど身にもついた。ここに法

と関連 して少しばかり気がかりな問題があるのである。

こんなことを暫くと、と かくだれにも イヤがられ、変

にけぎらいされ、遠ざけられる。私も今日お給金をいた
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だいている営業体の mi nus にこそなれ、ちっとも pl us

にならなし、。しかし、こういうふうに持って回らないと

、私の言号、 気がかりな問題というものの内容がよ〈わ

からないのだから、歯がゆいのでらる。なにも、私はこ

こ可2・イヤがらせを言うわけでも、まして変な螺露戦法に

出ょうというのでも毛頭ないので、突は、かような回り

グドい言方をするのは、「廷蝶士、出の全文を数回続返

したが、不分明なことがあるので、その境界線を知りた

いと思うことがあるからである。 というのは、法には、

建築士といちものは、 「言事実に して適正なる業務」を行

うものである、ということが表現されている。これはだ

れに異論のあるはずもないことだが、こ の誠実と適正と

いうものの限界、つまり、どこから治不誠実でるり、ど

の辺からカ司之適正になるのかが、 30年来の慣習にナジミ

きっているせいか、私の頭では不分明なのである。正の

ヒ: . y と、有えのキリとは、まずまずハヅキリしているとし

て、その、正と不の境界線はとなると、その中聞に、せ

めて線とは言えな〈とも、帯ぐらいの幅があるべきはず

だと考えるが、どうもその稲がよくわからない。これは、

わからないのが当然だとか、わからいないままの方がオ

モムキがあって、それが世の中さ、というようなか&1止観

念も、もとより知らないわけではない。しかしです。そ

れならなにも、 「建築士法」なんてヤボなも のを制定す

る気がしれない。と思うのである。いやしくも士という

羽上、人絡あっての技術でなければならないことを根底

としている。

今後は、建築士は建築事務所や設計株式会社にばかり

だ・はない。建築詰負会社にも、設備関係業者中にも存在

し得て、いたるところの現場で接触しなければならない。

法の第10条仁懲戒〉では、 「一級またはニ級建築士がそ

の業務に関して不誠実な行為をしたときJ とあり、建築

士法であるから、士のことのみをうたってあるだけでよ

いのかもしれないが、不誠実な行為を自己単独で行った

場合は別にして、むしろ相手のあることがはるかに多い

はずである、相手があっての場合、結果としての不誠実

には、その責任は双方にある場合も多い。相手が建築士

でなく、その相手を責める適法が存在しなかったら、な

んだか、かかるir. 場に置かれた建築士が気の毒のように

も思えてならない。

もうひとつ。第10条により聴聞にもってゆ〈のは、よ

〈よくの場合であろうと想像する。ここまで〈れば、も

はやその結末の如何にかかわらず、その主人公はキズを

負う。ここまでくる間に、もっと良心と融和とを基礎に

した調盤機関が存在し、だれもが、気安く、申出も話合

もできるよろにしたいものだと考える。結果にならない

うちに、原因の聞に、物事を処理したい。が、それにつ

けても、適正と不誠実、不適正との境界を、もう少しハ

. ツキリしておきたいような気になるのもある。

敗戦前、つまり法の無かった時分でも、半ばマヒして

いる蛍業六種の良心にさえ、気のトガめるような事象は

かなりるったが、しかし、法が無いのだから触れるとい

うこともない。それらのなかには、それと同一事象が今

後おこれば、これは明らかに不誠実不遇正であると思わ

れるような種類のものもあった。

法ができて、それに触れるのがコワいから、かろうじ

て保持されているような誠実や適正だったら、もうおし

まいモある。現在も、今後相当長い将来も、おそらく世相

は コν トシとしていることであろろが、建築士ばかりが

誠実で適正でなければならぬ理由もない し、なかなか孤

高を望ん℃も得がたくまた保持しがたくもある。ありと

あらゆる職業職責において、すべて誠実で適正モあるぺ

きはずである。衛生工事屋もとより、法のもとにある建

築士以上に誠実と適正が必要である。なにをか言わん、

まず、私自身きびしく自戒自省すべきものと思っている。

ところで、この、中心に近よらず、円周をグルグル回

っているような、も のの申しょうは、わからない方には

不得要領であってもさしっかえないことなので、わかる

人にはよ〈わかることだと信じる。わかった方だけモよ

いのであるが、どろか私の兵意を2 f . 直に受入れていただ

きたいのである。

く筆者斎久工業事ば会社常任監査役〉

理 想 的 床 材 料

リ ノ リ ユ ー ム リ ノ タ イ ル

特 製 9 ノ 9 ユ ー ム 糊 9 ノ 9 ユ ー ム ・ ヲ ツ ク ス

東 洋 リ ノ リ ユ ー ム 株 式 会 批

本社・工場 兵庫県伊丹市伊丹玉五入 電 話 伊 丹 ト 51 ・69

大阪事務所
大 阪 麓 苛 民 芸F J 和ピ J レ 賦 支 宿 東京鶴央鶏E1見詰564和ピル
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建 築 積 算 便 覧 〈第17回〉

4.  建物延ま手当リの木材量

11 

延 1 m
2

ニ ツ キ m
8

建物の用途

- w冨弓E 皮 下 番 通 程 度 1 中 程 度 仮 設 程 度 |普 通 程 度 | 中 程 度

住 ＲＮＰＭｾＮ＠ 3  2. 3- 2. 6 2. 6- 3. 1 0. 17- 0. 19 0. 19- 0. 22 0. 22- 0. 26 

底 舗} 1. 8- 2. 3 2. 3- 2.  U  2. u- 3. 0 0. 15- 0. 19 0. 19- 0. 21 O. 21- 0.  2G 

寄 宿 舎 2. 0 - 2. 3 2. 3- 2. 6 2. 6- 3. 1  0. 17- 0. 19 0. 19- 0. 22 0. 22- 0. 26 

倉 摩 1. 4- 1. 6  1. 6- 2. 0 2. 0- 2. 5 0. 12- 0. 14 0. 14- 0. 17 0. 17- 0. 21 

ヱ 場 1. G - 1. 7  1. 7- 2. 1 2. 1- 2. 5  O.  13- 0.  14 O. 14- 0.  18 0. 18- 0. 22 

事 務 所 2. 2- 2.  (j 2. 6- 3. 0 3. 0- 3. 6 0. 19- 0. 22 0. 22- 0. 2G 0. 2u- 0. 30 

学 校 2. 1- 2.  4  2. 4- 2. 8 2. 8- 3. 6 0. 18- 0. 20 0. 20- 0. 24 0. 24- 0. 30 

病 院 2. ｾＭＲ ＮＸ＠ 2.  ＸＮＭＭ［ｾＮ＠ 2  3. 2- 3. 7 0. 20- 0. 24 0. 24- 0. 27 0. 27- 0. 31 

上 家 1. 0 - 1. G  1.  u- 1.  8  1. 8- 2.1 0. 09- 0. 13 O. 13- 0.  1u O. 1u- O.  18 

板 塀 0. 4- 0. 5 O.  u- 0. 7 0. 7 - 1. 0  。目 03- 0. 04 0. 04- 0. 06 0. 06- 0. 09 

小サキ築物 3.  5 - 4.  G  4. 5- 5. 0 G. O- [j. G  0. 30- 0. 38  O. 38- 0.  42 O. 42- 0.  46 

( 註〉板 塀，、百 1 坪 及 菌 1 m!! ニ付キ示ス。

小サキ物 トハ浴 場 ・便 所 ノ増 築 ・監視哨合等ノ坪数 0. 5- 3 0坪位ノ建坪ノ小サキモノラ云ウ q

5.  建築物其ノ他木工各部分の木材量

民三幹

木 材 五1: ( 石〉
l 木

材 量

( m
8
/ m

2又ノ、

季 語 長 |小 刻 材 | 扱
昔十 mS/ m)  

投板猿下転床草畏喜j  

大曳、 3G角 面: f f .

0. 211 0. 060 O. 199 O. 470 0. 040 

床 根 太 l u角 板5分 ニツキ

グ 板6分 /! 0. 211 0. 060 O. 302 O. 573 0. 049 

車E

/ ! く /! /! 1/ o. 162 0. 060 0. 262 O. 484 O. 041 

竿縁仁勾子板〉
学組縁 10角 面:J:.'f

0. 06ヨ 0. 131 O.  193 0. 02u 
縁 15角 主i リ

天 打 揚( 4分板〉 ; 共15角 1/ 0. 064 0. 175 0. 239 0. 020 

テックス下地 1/ 11 0. 094 O. 020 0. 114 O. 010 

井 ペニヤ下地 /! 11 

一
0. 094 0. 020 0. 11岳 0. 010 

木 摺 下 地 1/ /! 0. 064 0. 096 O. 160 0. 014 

日

主手 土 土 留 桟 共
屋坪根 百

0. 075 0. 226 0. 301 0. 026 
本 当リ

屋

瓦

瓦 桟 尖

主草

桟 瓦 /1 0. 07u 0. 282 0. 3G7 0. 030 

ス

極 木 15角

レ' w  丞日 1/ 0. 07G O. 198 0. 273 0. 023 

根

野 地 5分

ト 波 雪見 極 、野地ナシ 1/ 

一 一
葺
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平 主 主

撞木 1u角板 屋坪根宙

一
0. 07IJ  0. 198 0. 273 0. 023 

鉄
野瓦棒地 Ou 

当リ

板 瓦棒主革

15角

11 O. 1uO 0. 198 O.  318 0. 030 F句、

野 地 5 分

/J 、

長組

主手

渡 型 鉄 板 握、野 地ナシ 11 

一

ヲ

除

雑
!7 

柿 板 11 0. 07u 0. 198 ＰＮｾＷＳ＠ 0. 023 

、ノ Fレ ー フ

押 へ木 摺 共 0. b7IJ  0. 213 0. 288 0. 02G 

4 γ グ

11 

一

主年

杉 皮 11 I! 

一
0. 07u 0. 213 0. 288 0. 025 

鎧 下 見 板

板 ノミトス 面 坪

O. 159 O.  159 0. 014 

厚腕縁4分雨押へ共

当 リ

内 竪 羽 日 々 板 11 0. 050 O. 160 0. 210 0. 018 

外居童
木 摺 下 地

板胴縁3 分15角

I! 0. 060 0. 096 O. 1G6 0. 013 

体

木 摺. 03x.  12 

OGx. 3Ox 2問

組r輪『、

ラ ス 下 地

5 枚 、胴 議 共

I! 0. 060 O. 100 O.  160 0. 014 

小 舞 下 地

賀 . 05x.  35 

I! 

一
0. 036 0. 036 0. 003 

ヲ

カ貫共

除 横 羽 目 板 竿巾胴木木縁 . 13角 11 0. 012 O. 199 0. 211 0. 018 

. 07 x  GO 

!l 

、ノ
ベニ ヤ板 張 0. 024 O.  106 O. 130 0. 011 

I! .  05x.  30 

/J  

テ ッ グ ス 張

目 板 04 x.  12 

I! 0. 024 O.  106 O. 130 0. 011 

笠 木、 巾木共

和

閉 鎖 延当 岡リ 0. 288 

一 一
。. 288 0. 0量生

十軒高 マド 敷 鴨 居 共 I! 0. :::58 
一

0. 358 O. OGG 

外
嵐. 出入口、

尺 関口

敷 鴨 居 共

I! 0. a 3  

一 一
O. 323 O. OGO 

盤

柱f 、

ム章子

O. 123 0. 446 0. 069 

閉 鎖 I! O. 323 

五

洋
0. 069 0. 392 0. 060 

及

角、ノ
主主 敷鴨居 I! O.  358 

0. 081 0. 439 0. 067 

出 入 顎

0. 04G 0. 403 0. 062 

J，¥I. 

関口 I! O. 323 

0. 05量 0. 377 0. 0G8 

間

敷 鴨 居 ツ 0. 030 0. C53 0. 054 

$l J  

仕

十事高F  

和

閉 鎖 土台軒桁柱共 I! O.  423 O.  423 0. 065 

窓 I! 0. 529 

一
0. 529 0. 081 

切 一 風

尺

関口 H  0. 476 
一 一

0. 476 0. 073 

昔洋寸

軸

I! 0. 543 

0. 211 0. 7u是 0. 116 

O. 120 0. 649 0. 153 

主U 窓 敷 鴨 居 ' =: J i  

11 O. G29 

0. 140 

一

0. 669 O. 102 

組 0. 080 0. 609 0. 093 

ｾ関口出入 ヲx
fノ O. 476 

O. 10G 

一

0. 581 0. 089 

敷 鴨 居 倒二 0. 060 0. 536 0. 082 

。

布陣! 問 1間小屋酷皇棟賞木共、聾当 呼 O. 183 
一

O. 183 0. 016 

母 屋 小 リ

/J、 2間 H 0. 325 0. 005 0. 330 0. 028 
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会 員 動 静

入 会 者

正 会 員 二 号 註 ( ) 内は紹介者名

( 和歌山支部〉

〔株〕建工社 四辺市湊1453 ( 厳木芳一コ。

正 会 員 一 号

( 本 部コ

大 野 健 一 西 成区旭北 通3の4 ( 三起建設) ( 乃村金夫〉

阿部 勝 典 兵 庫 県川辺郡川西町寺畑字北谷42

〔大字紙I l . ) ( 岡本博介〉。

川|人 渚 兵 庫 県川辺郡川西町寺側字北谷43

〔大材組} ( 岡本博介コ。

( 京都支部〉

近藤文二京都市下京区仏光寺高倉東入ル仁城南組〉。

仁九州l支部〉

皆 川 成 司 福 岡 市 高 官 々 下 町779 ( 福岡建設) ( 簿与

荘〉。

〈東海支部〉

野口 浩愛知県東春日井郡守山町東海電気通信局守

山祭〔東海電気通信局建築部) ( 佐藤苑コ。

仁地 方〉

松 井 宗 一 釘 山 市 南 新 町78 ( 佐藤工業相談役〕 α宣活〉

転 居 転 勤

正 会 員 二 号

仁木 部〉

東郷サ γ ボ戸ト製造所東邦開会に変更。

正 会 員 一 号

〈 本 部 コ

上嶋 武東京都世田ヶ谷区喜多見町2 ノ 9 三和幌行

喜多見寮内 ' 0也方へ変更〉。

小笠原祥 介 吹 田市千里山34の3。

斧出正隆大阪府住宅課へまi ! J務。

海 上 雅 防 府下南河内郡白置荘町初芝住宅13の2。

島 貫豹I 藤田組に拶筋。

長 田 正 雄 東 住 吉 区 西 今 川 町4の33
0

東 尾 七 位1; 府下南河内都道明寺町林410。

松本敏夫岸和田市浮城町千飽利公図。

水 弁 幸三 大阪学芸大学嘩務局施設課へ留筋。

強( 1恒_fi

国Ｎ， ｾｾＮＮｾＮｾｉ
寺 町 J ) ス

フローり; ン f'J・

ｾＱｴ六［Ｑ風・

責任掩ｾ

$  

田辺工業費限曾紅

大阪市西区江戸掘下通二ノ一七億土佐堀@2 677. “ 71

仁兵庫支部〉

灘 波 篤 敬 布i戸市灘区信機町5の84
0

正 木 敏 也 尼 崎 市 滋 口 松 町3丁目

仁中国支部〉

北川 武 夫 徳 山 市 東山1921の1。

佐々木幸雄 川崎市京町1の251。三機工業京町位宅

α也方へ変更〉。

〈九州支部〉

中村 隆 慶 広 島 県 佐 伯 郡五日市町若手老塩浜仁中国支部

へ〉。

〈 地 方 コ

後藤和太部横浜市中区海岸通3の9横浜ピル 〔株〕横浜

設計事務所。

元兵庫県建築部長、旧本会兵庫支部長岡本茂樹氏は今

般下記の通り建築事務所を開設された由通知に接した

岡本建築事務所、所長一級建築士、工学士、

岡 本 茂 樹

事伊市灘区高羽繍ケ丘103電話街膨46四番仁呼出〉

准 会 員

稲 葉 昭 夫 本 部 正 会 員 二 転 格 。

..6.. 

- : D;  

編 集 委 員 会

務 C九月分〉

1 日三時於朝日ピル白石委員長外 4 名建材号印刷状況

調査及10月号原稿の検討11月号企画並変更等審議す

録集理事と主計打合会

1 日五時よ句白石編袋委員長、日野主計理弓爪・表大和

理事会合広告に| 掲する万般の協定をした。

出 版 委 員 会

11日3 時 於 朝 日 山 林 慢 員 長 外 4 名岩城索引印刷の

件を了した更に21日蒋開第二計悩l につき協 繭

理 事 会

12日2 時於朝日ピル竹腰会長、大林、 東畑副会長外七

名本会今後の方針につき意見交換の結果大項方針につ

き更に検討する事と した。

教 育 委 員 会

13日三時於朝日中沢委員長外豆名で第二回建築講習会

開催の件協議し17日更に小委員会を開き突行集を検討

越えて21日総委員会を開催実行具体案を了し直に宣伝

に移った。

大阪東l Mi ガス J::: J し裏 K K ク ジ ト ク 司3 泌ilIf ( 23) 4鈎5

東京日本橋英服縫2の3 先 生 産 業 K K m目; 本権 (24)2539

名古家殿前泥江町2のI K Kケ ン ト タ 包 本 局 ( 23) 4578
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第二回建築講習会講師打合会

教育委員会主催に係る打合を26日三時於建設会館三階

で開催10月17日より開談話準備協議した、

災 害 委 員 会

13日2 時南区役所会議室にて開催の大阪市 P T A理事

会に本会池田理事及災宮委員大下}I民三郎益尾庚雄氏列

席地震風J陪害対策の常識普及につき P T A協力方を依

頼し講演内容の梗概につき説明し大要のパ γ フレヅ ト

凡50部を配布 した。

産業会館基礎工事見学会

18日三三時会勢委員会主催で北区侮同町に建設中の産経

ピル新築現場竹中工務庖に集合、同現場主任石河亮太

郎氏並山間技師、小JIJ 設計部次長より建砂J並に基礎工

事の読況に つき詳細説明を聴衆 質問等 の後現ｪ［ｾに 入り

見学、政問会";f，r委員長代理の謝辞後解散会する者70余

名盛会であっ拝。

プラステックスに就て講演会

2J 日二時於天神綴建設会館広聞に於て会勢安員会主j 住

の 上 記諮ｾ法 開催大和常務理事司会 の 下に新光レイヨ

γ 株式会社稲垣製造部長より合成樹脂の建築に関巡す

る資材につき外国及持日の現状と向性製品につき各種

サ γ プルを手にしつ L 詳細説明あり 一向得る所が多か

った質問後展示品を見て五時散会、出席50余名でらっ

た。

関西建材会の動簿

本会建材部会の母体として発展途上にある同会は今次

徳永新会長を迎え、本月 17日; 於消交社竹腰会長外両副

会長理事と徳永新会長外同会幹事と意見交換をなし22

削除7初 日 で 牒 除27日建設会館で臨時総会を聞き今後

の活動や協会とのタイアップ等協議した、前九月主醜

と社会は同部会の協力で建材|号を発行した。

関 西 建 材 会 の 会 章 図 案 公 募

本会は日本建築協会を母体とし、建設資材の生産販売の僧進，更に製品の向上発達を目的とし，社会

に貢献せんとする関西建材会であります。

以上の性絡を象徴した優秀なる会意の図案を下記に依り募集いたします。

1 臆 募 資 格 日 木建築: 1hh企叉は関西建材会々員たる こ 日本建築協会気付関西建材会宛

と 5. 提出期 限 昭 和26年 11月末日

2 提出図案 図案の大きさ は 3 寸平方にして形は自由 6 発 表 昭 和rn年1月誌上

でるる用紙はヶ γ ト紙又は凶紙に限り 7. 賞 金 1等l 名金5000円

恭一色の部 位{ 怪肝名各500円

3. 暗 号 応募図案の裏面に暗号仁文字に限る〉を 採用図案に対する権限は関西建材会に属

附し別に暗号を表記 した封筒に応募者の 採用図案は一部の意匠に変更するも英の

暗号及び住所氏名を記 した紙片を封入す 質疑には応じない。

ること。 8. 審 査 関西建材会役員会

4 提 出 先 大 阪 市 北区中ノ島3 ノ31訪日ピル内

編 集 後 記

前 月 号 の 編 集 後 記 で 書 い た 通 b 、木 月 号 を 放

送会館特集と す る 計 画 は 挫 折 の 止 む 友 き に 至 っ

た 。 大 部 分 の 民 間 放 送 局 の 開 設 準 備 が 遅 れ た 事

や 、執 筆 を 御 願 い し た 方 々 の 御 多 忙 や ら が 原 因

であ る。

然し幸にも 8 月号の記事が相当主主反響を呼ん

だ の で 、 と れ に 関 連 し た 原 稿 を 御 願 い し て 、 今

月は設 計 事 務 所 の あ b 方、 建 築士 問 題等 の 特 集

の様君主形にした。叉建材特集号についても、相

当 心 配 し て い た が 、 激 励 の 御 批 評 を 頂 い た の で

ほっとした次第である。倫今後とも遠慮、主主く網1

批評を頂き度く、叉大いに誌上討論をして頂き

度いと思ヲている。

12月号の建 築 経 済 特 集 号 の 計 画 は 順 調 に 進行

して居 P 、 また明年正月号は1952年 へ の 展望を

特集すべく既に手配を了している。 く白石〉

22 
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